
2014年、新しい年が始まりました。
これまでを振り返り、さらに前進を志す
デザイナーフーズ株式会社丹羽真清社長からの
メッセージをお届けします。

（取材：野菜生活研究所 クサマヒサコ）

ベジマルシェ通信couleurs（クルール）は、今回で36号。
約3年前にベジマルシェがオープンしてから、毎月お届けし
てきました。ベジマルシェは青果物卸売業デリカフーズグルー
プの子会社、デザイナーフーズ（株）が「野菜のショールーム」
として運営しています。
15年前、私がデザイナーフーズ（株）を創業した時からの

コンセプトは「日本の農業の発展と日本人の健康、そして食で
医療費削減」です。ベジマルシェをオープンするにあたり、10
年間、「食と野菜の研究」をしてきたことを情報発信しなけれ
ば、と考えました。
ベジマルシェは昨年4月にリニューアルし、「食の薬局」とし

てのコンセプトを新たに加えました。これからは野菜と食の本
質的なビジネスのなかで、研究機関を持っているよさをいか
しながら、日本を健康にすることにさらに挑戦しなければなら
ない、と新たな覚悟をもっています。
日本には、以下のような解決していかなければならない問
題が数々あります。
①アレルギーと食生活の問題
②中年男性のメタボリック症候群
③若い女性の痩せ、それがもとで生まれてくる子供の見
えない栄養不足、将来の肥満と心臓病の関係
④高齢者の栄養不足とサルコペニア
⑤鬱と食事の関係
⑥認知症と食事の関係
このような問題を食の分野で解決すべく、はたらきかけを

してまいります。

ヒトの体を作り、生命活動に直接はたらきかけるのが「食」
です。私はヒトのいのちと「食」とのつながりを「生命食」という
言葉で表現し、いのちを支える食の大切さをこれからも伝え
ていきたいと考えています。
これまでも食を分子栄養学で考え、健康につながる野菜
の摂り方を、テレビ、雑誌などのマスコミ、本の出版などを通
じて情報発信してきました。各種セミナーでは実験も見てい

ただきながら、
また食材の味を大事にしていく
調理の仕方を見て食べていただくなどしてきました。
ベジマルシェからの情報発信は大きな反響をよび、生産
者、流通、量販店の方はもちろん、出版社、新聞社などマ
スコミ関係、エレクトロニクス業界の方など、幅広いみなさま
に視察に来ていただいています。
今後は生命食を提供するためにも野菜の履歴を知り、そ

の野菜をよりおいしいメニューにするためのプロジェクトを組ん
で、社員が一丸となってお客さまに発信、提案していきます。
また、TPPに対応するためにも異分野の頭脳と技術を結
集する「医・食・農・工・理」の連携を進めています。これをより
深く掘り下げ、連携を強めていくなかで、日本の農業、産業
界に波及していきたいと思います。
新たな年の初めにあたり、これからもみなさまとともに歩ん

でいきたいと考えております。

前へ進もう。

食で日本を健康に

さらに情報を発信します

丹羽真清のベジ・トーク
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